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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 102,358 0.0 16,839 3.8 16,927 6.1 9,997 10.3
22年3月期第3四半期 102,321 3.7 16,223 10.6 15,953 12.9 9,062 3.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 244.15 ―
22年3月期第3四半期 221.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 137,572 89,729 65.1 2,187.00
22年3月期 131,972 84,603 64.0 2,061.79

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  89,555百万円 22年3月期  84,428百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 29.00 ― 33.00 62.00
23年3月期 ― 33.00 ―
23年3月期 

（予想）
33.00 66.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 134,000 3.7 18,000 5.6 18,300 7.2 10,000 8.1 244.21



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無になります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、[添付資料］P3「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
（３）連結業務予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 42,525,000株 22年3月期 42,525,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q 1,575,937株 22年3月期 1,575,862株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 40,949,091株 22年3月期3Q 40,949,189株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、個人消費の持ち直しの兆しが見られたものの、雇用環境や所得に対

する先行き不透明感が続くなど、依然として厳しい経営環境が続いております。  

 そうした状況の中で当社グループは経営理念である「創造と革新」の精神をフルに発揮し、新市場を創造する製

品やサービスの提供により顧客の潜在ニーズを開拓し、また既存の参入市場に対しても新たな付加価値を付けた製

品やサービスの提供により市場の活性化に努めてまいりました。 

 その結果、売上高は102,358百万円と前年同期と比べ36百万円（0.0％）の増収、営業利益は16,839百万円と前年

同期と比べ615百万円（3.8％）の増益、経常利益は16,927百万円と前年同期と比べ974百万円（6.1％）の増益とな

りました。四半期純利益においては9,997百万円と前年同期と比べ935百万円（10.3％）の増益となりました。 

  

セグメントの業績の概要は次のとおりであります。 

  

家庭用品製造販売事業 

 当事業では今期、ユニークで新たな価値を付加した新製品を21品目発売いたしました。 

  その中でも、小型で手ごろな価格の部屋用芳香消臭剤「天使の消臭元」や、湯船で温めてから使う美容液マスク

「お風呂でホットチャージ」が売上に貢献しました。さらに、主力の既存ブランドであるトイレタンククリーナー

「ブルーレット」、口中清涼剤「ブレスケア」、女性保健薬「命の母」などが伸長しました。 

 一方、前年同期は新型インフルエンザの感染懸念から「のどぬ～るぬれマスク」、「熱さまシート」が好調でし

たが、当第３四半期連結累計期間の出荷が前年割れのため衛生雑貨品の売上が減少しました。  

 その結果、売上高は87,368百万円、セグメント利益は15,289百万円となりました。 

 なお、第１四半期連結累計期間より報告セグメントに変更しており、家庭用品製造販売事業から通信販売事業を

区分し、別セグメントとして開示しております。 

（売上高の内訳） 

（注）売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第３四半期連結累計期間で

は計33百万円、当第３四半期連結累計期間では計2,327百万円となっております。  

通信販売事業  

 当事業は、栄養補助食品・スキンケア製品等の通信販売を行っており、新製品の発売や、新規顧客の開拓、既存

顧客への継続購入促進に努めました。 

 その結果、売上高は7,382百万円、セグメント利益は148百万円となりました。売上高には、セグメント間の内部

売上高又は振替高を含んでおりません。 

  

医療関連事業 

 当事業におきましては、国内では市場の拡大が見込まれる整形外科領域、手術室関連領域においてブランド認知

とシェア拡大を目指した活動を引き続き展開しました。 

 その結果、売上高は9,058百万円、セグメント利益は757百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  

前第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年12月31日） 

増減  

  
金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

 医薬品 16,856 18.3 17,016 19.5 160 1.0 

 口腔衛生品 11,368 12.3 12,164 13.9 795 7.0 

 衛生雑貨品  13,145 14.3 10,334 11.8 △2,810 △21.4 

 芳香・消臭剤  25,557 27.7  26,218 30.0 661 2.6 

 家庭雑貨品  3,922 4.3 3,968 4.5  46 1.2 

 食品 10,979 11.9 6,788 7.8 △4,190 △38.2 

 カイロ  10,360 11.2 10,876 12.5 516 5.0 

 合計 92,190 100.0 87,368 100.0 △4,821 △5.2 



（売上高の内訳） 

（注）売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおりません。  

  

その他事業 

 上記の３事業をサポートする当事業（運送業、合成樹脂容器の製造販売、保険代理業、不動産管理、広告企画制

作等）では、各社が独立採算で経営をしているものの、主要３事業への利益貢献もその目的としており、資材やサ

ービス提供についてその納入価格の見直しを適宜行いました。 

 その結果、売上高は4,919百万円、セグメント利益は781百万円となりました。なお、売上高には、セグメント間

の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第３四半期連結累計期間では計4,340百万円、当第３四半期

連結累計期間では計4,042百万円となっております。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 総資産は、前連結会計年度末に比べ5,600百万円増加し、137,572百万円となりました。主な内容は、受取手形及

び売掛金の増加（10,129百万円）、投資有価証券の増加（2,003百万円）、現金及び預金の減少（5,211百万円）、

のれんの減少（1,346百万円）によるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ474百万円増加し、47,843百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買

掛金の増加（1,500百万円）、未払法人税等の増加（586百万円）、その他流動負債の増加（968百万円）、短期借

入金の減少（1,669百万円）、賞与引当金の減少（1,020百万円）によるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ5,126百万円増加し、89,729百万円となり、自己資本比率は65.1％となりま

した。主な要因は利益剰余金の増加（7,295百万円）、その他有価証券評価差額金の減少（942百万円）、繰延ヘッ

ジ損益の減少（425百万円）、為替換算調整勘定の減少（799百万円）によるものです。 

  

営業活動によるキャッシュ・フロー 

  営業活動の結果得られた資金は5,205百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が16,821百

万円、減価償却費が2,144百万円、売上債権の増加額が10,275百万円、仕入債務の増加額が1,575百万円、法人税

等の支払額が6,108百万円によるものです。 

  

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は5,236百万円となりました。これは主に、有価証券の取得による支出が26,992百

万円、有価証券の売却及び償還による収入が27,500百万円、投資有価証券の取得による支出4,061百万円、有形固

定資産の取得による支出が1,368百万円によるものです。 

  

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果使用した資金は4,974百万円となりました。これは主に、短期借入金の純減による支出が1,662百

万円、配当金の支払額が2,686百万円、リース債務の返済による支出が445百万円によるものです。 

  

 以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末より5,164百万円減

少し27,459百万円となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間につきましては、概ね計画に沿った業績で推移しているため、平成22年５月７日に公

表いたしました通期の業績予想は修正しておりません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年12月31日） 

増減 

  
金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

小林メディカル 7,469  83.8 7,588 83.8 118 1.6 

イーベント社 683 7.7 665 7.3 △17   △2.6 

その他 760 8.5 804 8.9 44 5.8 

 合計 8,913 100.0 9,058 100.0 145 1.6 



  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

   １）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

   ２）棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

   ３）法人税等の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

 ② 四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理 

   該当事項はありません。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用しております。 

 これによる当第３四半期連結財務諸表に与える影響はありません。  

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は13百万円、税金等調整前四半期純利益は

38百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は85百万円であり

ます。 

③企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等

に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平

成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基

準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,459 32,670 

受取手形及び売掛金 36,527 26,397 

有価証券 10,003 10,006 

商品及び製品 8,982 8,965 

仕掛品 406 548 

原材料及び貯蔵品 2,125 1,933 

繰延税金資産 3,579 3,639 

その他 1,218 1,130 

貸倒引当金 △84 △83 

流動資産合計 90,216 85,208 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,098 6,281 

機械装置及び運搬具（純額） 2,133 2,225 

土地 3,471 3,471 

その他（純額） 2,409 2,800 

有形固定資産合計 14,112 14,779 

無形固定資産   

のれん 4,970 6,316 

その他 1,965 2,131 

無形固定資産合計 6,935 8,447 

投資その他の資産   

投資有価証券 16,963 14,959 

繰延税金資産 3,508 2,725 

その他 5,995 5,983 

投資損失引当金 △31 － 

貸倒引当金 △128 △131 

投資その他の資産合計 26,307 23,536 

固定資産合計 47,355 46,763 

資産合計 137,572 131,972 



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,071 14,570 

短期借入金 39 1,708 

1年内返済予定の長期借入金 － 184 

未払金 12,599 12,747 

未払法人税等 4,038 3,451 

返品調整引当金 1,602 1,365 

賞与引当金 1,004 2,024 

その他 3,939 2,970 

流動負債合計 39,295 39,024 

固定負債   

退職給付引当金 5,109 4,814 

役員退職慰労引当金 11 36 

その他 3,426 3,493 

固定負債合計 8,548 8,344 

負債合計 47,843 47,368 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,450 3,450 

資本剰余金 4,219 4,219 

利益剰余金 92,847 85,552 

自己株式 △4,700 △4,700 

株主資本合計 95,816 88,521 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,904 △961 

繰延ヘッジ損益 △748 △322 

為替換算調整勘定 △3,608 △2,808 

評価・換算差額等合計 △6,261 △4,093 

新株予約権 161 162 

少数株主持分 12 12 

純資産合計 89,729 84,603 

負債純資産合計 137,572 131,972 



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 102,321 102,358 

売上原価 44,513 43,628 

売上総利益 57,807 58,729 

販売費及び一般管理費 41,584 41,890 

営業利益 16,223 16,839 

営業外収益   

受取利息 54 55 

受取配当金 212 214 

受取ロイヤリティー 417 439 

不動産賃貸料 198 205 

持分法による投資利益 － 253 

その他 195 235 

営業外収益合計 1,077 1,404 

営業外費用   

支払利息 68 46 

売上割引 938 894 

不動産賃貸原価 57 59 

持分法による投資損失 54 － 

為替差損 162 284 

その他 66 31 

営業外費用合計 1,347 1,315 

経常利益 15,953 16,927 

特別利益   

固定資産売却益 46 0 

投資有価証券売却益 0 53 

受取補償金 132 － 

その他 14 5 

特別利益合計 192 58 

特別損失   

固定資産除売却損 175 40 

投資損失引当金繰入額 64 31 

子会社清算損 － 31 

関係会社株式売却損 1,456 － 

減損損失 218 26 

投資有価証券売却損 0 － 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25 

その他 121 9 

特別損失合計 2,036 164 

税金等調整前四半期純利益 14,109 16,821 

法人税、住民税及び事業税 4,974 6,715 

法人税等調整額 72 108 

法人税等合計 5,047 6,823 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 9,998 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 9,062 9,997 



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 38,560 38,108 

売上原価 17,144 16,727 

売上総利益 21,416 21,380 

販売費及び一般管理費 15,070 15,106 

営業利益 6,345 6,274 

営業外収益   

受取利息 16 21 

受取配当金 118 101 

受取ロイヤリティー 196 207 

不動産賃貸料 79 69 

持分法による投資利益 93 127 

為替差益 4 － 

その他 51 98 

営業外収益合計 560 625 

営業外費用   

支払利息 20 13 

売上割引 371 350 

不動産賃貸原価 18 20 

為替差損 － 84 

その他 15 6 

営業外費用合計 426 475 

経常利益 6,479 6,424 

特別利益   

固定資産売却益 0 － 

受取補償金 132 － 

その他 8 0 

特別利益合計 141 0 

特別損失   

固定資産除売却損 21 6 

投資損失引当金繰入額 4 13 

減損損失 202 － 

その他 18 0 

特別損失合計 246 20 

税金等調整前四半期純利益 6,374 6,404 

法人税、住民税及び事業税 2,424 2,437 

法人税等調整額 250 244 

法人税等合計 2,675 2,681 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,723 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 3,699 3,723 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 14,109 16,821 

減価償却費 2,201 2,144 

のれん償却額 948 931 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 57 4 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 108 293 

受取利息及び受取配当金 △266 △269 

支払利息 68 46 

持分法による投資損益（△は益） 54 △253 

関係会社株式売却損益（△は益） 1,456 － 

投資有価証券売却損益（△は益） 0 △53 

固定資産除売却損益（△は益） 129 40 

投資損失引当金繰入額 64 31 

売上債権の増減額（△は増加） △7,983 △10,275 

たな卸資産の増減額（△は増加） 241 △190 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,298 1,575 

未払金の増減額（△は減少） △693 132 

未払消費税等の増減額（△は減少） 287 177 

その他 △308 △60 

小計 12,772 11,097 

利息及び配当金の受取額 249 252 

利息の支払額 △65 △36 

法人税等の支払額 △6,716 △6,108 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,239 5,205 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 44 

有価証券の取得による支出 △17,991 △26,992 

有価証券の売却及び償還による収入 15,500 27,500 

有形固定資産の取得による支出 △2,099 △1,368 

有形固定資産の売却による収入 140 0 

無形固定資産の取得による支出 △238 △242 

投資有価証券の取得による支出 △559 △4,061 

投資有価証券の売却による収入 1 52 

投資その他の資産の取得による支出 △223 △151 

投資その他の資産の売却による収入 146 98 

長期貸付けによる支出 △122 △125 

長期貸付金の回収による収入 5 8 

関係会社株式の売却による収入 3,500 － 

その他 △9 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,951 △5,236 



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △168 △1,662 

長期借入金の返済による支出 － △179 

自己株式の取得による支出 △1 △0 

配当金の支払額 △2,347 △2,686 

リース債務の返済による支出 △510 △445 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,027 △4,974 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 △158 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,254 △5,164 

現金及び現金同等物の期首残高 23,813 32,623 

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,068 27,459 



該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕   

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

    （注）１．事業区分の方法 

    事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

    ２．各事業の主な製品 

  

 〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

  

 〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

    当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は、製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて国内及び海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。  

 したがって、当社は、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「家庭用

品製造販売事業」、「通信販売事業」及び「医療関連事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「家庭用品製造販売事業」は、医薬品、口腔衛生品、衛生雑貨品、芳香・消臭剤、家庭雑貨品、食品及びカ

イロを製造販売しております。「通信販売事業」は、自社製品の栄養補助食品、スキンケア製品等を通信販売

しております。「医療関連事業」は、医療機器を販売しております。  

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

   

  
家庭用品
製造販売
事業 

（百万円） 
  

医療関連
事業 

（百万円） 

その他 
事業 

（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1)外部顧客に対する売

上高 
 92,156  8,913  1,251  102,321  －  102,321

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 33  －  4,340  4,374 (4,374)  －

計  92,190  8,913  5,591  106,695 (4,374)  102,321

営業利益  15,621  180  437  16,240 (16)  16,223

(1）家庭用品製造販売事業…… 家庭用医薬品、口腔衛生品、衛生雑貨品、芳香・消臭剤、家庭

雑貨品、食品、カイロ 

(2）医療関連事業……………… 医療機器 

(3）その他事業………………… 運送業、合成樹脂容器の製造販売、保険代理業、不動産管理、

広告企画制作 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（単位：百万円）

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、合成樹脂容

器の製造販売、保険代理業、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。 

   ２.セグメント利益の調整額△49百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   ３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）  

  固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていない

ため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（四半期連結損益計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

販売促進費         5,104百万円 

運賃保管料         3,933百万円 

広告宣伝費         10,873百万円 

給与諸手当及び賞与     7,369百万円 

退職給付費用             627百万円 

支払手数料          3,369百万円 

研究開発費         2,957百万円  

  

   

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連
結損益計
算書 

計上額 
（注）３ 

  

  
家庭用
品製造
販売 

  

通信 
販売  

医療 
関連 

計 

売上高                 

 外部顧客への売

上高 
 85,040  7,382  9,058  101,481  876  102,358  －  102,358

 セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 2,327  －  －  2,327  4,042  6,370  △6,370  －

計  87,368  7,382  9,058  103,809  4,919  108,728  △6,370  102,358

セグメント利益  15,289  148  757  16,195  781  16,976  △49  16,927

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）四半期連結損益計算書関係に関する注記
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